
交通安全協会だより（令和４年８月号）

～ 運転中の携帯電話等使用撲滅月間 ８月中～

やめよう運転中のスマートフォン・携帯電話等使用

スマートフォンや携帯電話使用中（ながらスマホ）の交通事故が多発した
ことから、令和元年１２月１日より、携帯電話使用等対策を図るための罰則
が強化されて、同違反に係る基礎点数および反則金の額が引き上げられてい
ます。

しかしながら、昨年、全国では運転中の携帯電話等使用中での死亡交通事
故２１件（前年比＋１件）、人身交通事故１３９４件（前年比＋１１１件）、
と一昨年より大幅に増加しており、本県においても死亡交通事故１件（前年
比＋１件）、１６件（前年比＋６件）と増加しております。

自動車が進む距離

２秒間で進む距離
４０キロ・・・・約２２．２ m
５０キロ・・・・約２７．８ m
６０キロ・・・・約３３．３ m

その間に歩行者等が横断したりしておれば、事故の危険が増大します。
全国的にも、ながらスマホをしながらの死亡事故があとを絶たない現状で
す。

携帯電話使用の防止対策

・ 運転する前に電源を切ったり、ドライブモードに設定して呼出音がな
らないようしましょう。

・ ブルートゥース機能がある車は、ブルートゥースに設定を。
・ 運転席から携帯がとれない位置におきましょう。
・ 運転中に、どうしてもスマートフォンなどの携帯電話などを使用しな
ければならない時は、必ず安全な場所に停車してから使用しましょう。

交通マナーアップ推進月間県民運動実施中

７月８月中



横断歩道での一時停止率全国一位を目指そう

ＪＡＦ（一般社団法人日本自動車連盟）徳島支部は、「信号機のない横断
歩道」における歩行者優先について実態調査し、その結果を公開しています。
調査は、徳島県内の２か所で実施し、信号機が設置されていない横断歩道

を通過する車を対象に実施した結果、歩行者が横断歩道を渡ろうとした場面で
の一時停止した車は で、全国ワースト 位

四国４件ではワースト１位でした。

横断歩行者を見かければ停止しませんか。県民一人ひとりが全国一位を目指
し、安全で快適な徳島になるようがんばりませんか。




